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平成３０年度主要新規・重点等事業 

及び休廃止事業 

資 料 編 
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■平成３０年度　主要新規・重点等事業⼀覧
（単位　千円）

特定財源 一般財源 新規 重点 拡充 戦略

1 2-1-1 370,874 317,892 52,982 ● ● 防災原⼦⼒
安全課 95

51,118 0 26,218

・消防団器具置場の設置
　（消防団⽤施設整備管理事業内）

25,642 0 25,642

・基幹避難所駐⾞場の拡張
　（コミュニティセンター維持管理事業内）

24,686 0 24,686

・消防団⼥性部の活動本格化
　（消防団活動推進事業内）

790 0 790

3 2-2-1 1,799 0 1,799 ● 環境政策課 97

4 3-2-2 1,232 1,232 0 ● 介護福祉課 98

5 3-3-1 - - - ● 障がい福祉課 99

6 3-3-2 1,282 0 1,282 ● 障がい福祉課 100

7 3-5-1 135 34 101 ● ● ● ⼦育て支援課
健康増進課 101

8 3-5-2 951 0 951 ● ● 生涯学習課 102

9 3-5-3 45,012 1,635 43,377 ● ● ● 健康増進課 103

10 4-1-1 128 0 128 ● 指導室 104

11 4-2-1 3,279 0 3,279 ● ● 生涯学習課 105

12 4-2-2 1,000 0 1,000 ● ● 国体・スポー
ツ推進課 106

13 5-1-2 1,223 0 1,223 ● ● 農業政策課 107

14 5-1-2 1,400 0 1,400 ● ● 農業政策課 108

15 5-2-1 332 0 332 ● ● ● 産業政策課 109

16 5-2-1 697 0 697 ● ● ● 産業政策課 110

17 6-2-4 307,351 289,501 17,850 ● 下水道課 111

18 9-9-9 2,000 0 2,000 ● ● ● 企画経営課 112

放射線量低減対策特別緊急事業

高齢者運転免許証自主返納支援事業

妊産婦・乳幼児健康診査事業

障がい者等居場所づくり事業

石神城跡史跡整備基本計画策定事業

東海村地産地消推進事業

親子の絆づくり推進事業

親子ふれあい劇場開催事業

いじめ問題対策推進事業

高齢者⾒守り訪問サービス事業（介護）

所管課名称

産地体制強化推進事業

施策
コード

資料編
ページ

区分
予算額

国体を活用した地域活性化推進事業

スポーツきっかけづくり「Be:スポーツ」推進事業

障がい者就労支援東海村役場庁舎
物販ブース設置業務

地域防災⼒の向上を目指した安全安⼼対策

◆上に記載の事業は，主要な新規，重点及び拡充事業として，９５ページ以降に資料を掲載する事業の一覧です。
　 このほかの新規，重点及び拡充事業につきましては，２８ページからの「6.施策別主要事業」中「施策を構成する主な事業」に
記載した事務事業名の左欄に表記しています。

合同就職面接会・説明会開催事業

先進科学技術による産業振興推進事業

下⽔道管理事業（下⽔）

96●2 2-2-1
9-1-2

地域づくり
推進課

防災原⼦⼒
安全課
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放
射
線
量
低
減
対
策
特
別
緊
急
事
業

事
業
の
背
景

�
村
で
は
，
公
園
等
の
土
壌
・
草
木
等
の
除
染
を
実
施
（
平
成
2
4
年
1
2
月
～
2
6
年

1
0
月
）
し
，
除
去
土
壌

(約
2
,7
4
0
㎥
)・
除
染
廃
棄
物
（
草
木
類
約
2
,5
0
0
㎥
）
を
，

周
辺
環
境
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
対
策
を
取
り
な
が
ら
，
村
内
6
箇
所
の

公
園
等
に
現
地
保
管
し
て
い
ま
す
。

�
除
去
土
壌
・
除
染
廃
棄
物
の
保
管
に
よ
り
，
公
園
の
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
，
地
域
の
住
民
か
ら
は
，
施
設
本
来
の
用
途
回
復
を
望
む
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

�
環
境
省
で
は
，
福
島
県
外
で
保
管
さ
れ
て
い
る
除
去
土
壌
の
埋
立
処
分
に
伴
う

周
辺
環
境
等
へ
の
影
響
を
確
認
す
る
た
め
，
「
実
証
事
業
」を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

豊
岡
な
ぎ
さ
の
森
公
園

（
土
壌
・
草
木
類
約
4
,8
2
0
㎥
）

真
崎
古
墳
群
公
園

（
土
壌
・
草
木
類
約
1
,2
2
0
㎥
）

石
神
城
址
公
園

（
土
壌
・
草
木
類
約
3
3
0
㎥
）

白
方
公
園

（
土
壌
・
草
木
類
約
2
7
0
㎥
）

阿
漕
ヶ
浦
公
園

（
土
壌
・
草
木
類
約
3
1
0
㎥
）

平
原
南
部
工
業
団
地

第
3
児
童
公
園

（
草
木
類
約
1
0
0
㎥
）

Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ

東
海
村

�
環
境
省
の
実
証
事
業
実
施
と
併
せ
，
村
内
で
現
地
保
管
す
る
除
去
土
壌
・
除

染
廃
棄
物
を
，
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

の
協
力
を
得
て
，
同
敷
地
内
に
埋
立
処
分
・
移
設
し
ま
す
。

�
環
境
省
・
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
と
も
に
必
要
な
協
議
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

環
境
省

�
福
島
県
外
で
除
染
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
除
去
土
壌
の
処
分
方
法
を

検
討
し
，
安
全
確
保
の
考
え
方
や
基
準
を
｢省
令
｣や
｢ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
｣な

ど
に
反
映
し
ま
す
。

委
託
料

工
事
費
，
設
計
費
，
測
定
費
（
放
射
線

量
，
放
射
性
物
質
濃
度
，
気
象
等
）

総
額

3
7
0
,8
7
4
千
円

�
上
期
委
託
契
約
の
締
結

移
設
工
事
等
の
実
施

�
下
期
工
事
中
・
後
の
定
期
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

除
去
土
壌
・
除
染
廃
棄
物
の
管
理

事
業
の
内
容

環 境 省

事
業
ス
キ
ー
ム

放
射
線
量
低
減
対
策

特
別
緊
急
事
業
費

補
助
金

除
去
土
壌
の
埋
立
処
分
・
除
染
廃
棄
物
の
移
設
の
イ
メ
ー
ジ

新
規

重
点

防
災
原
子
力
安
全
課

消
防
防
災
・
原
子
力
安
全
担
当

事
業
費
詳
細

平
成
3
0
年
度
事
業
計
画

（
埋
立
処
分
）

除
去
土
壌

（
仮
置
き
場
を
設
け
て
保
管
）

除
染
廃
棄
物
（
草
木
類
）

東 海 村

Ｊ Ａ Ｅ Ａ

委
託
契
約

除
去
土
壌
の
埋
立
処
分

や
除
染
廃
棄
物
の

移
設
・
保
管

（
原
子
力
科
学
研
究
所
）

敷
地
内

実
証
事
業
に
係
る

協
議
・
調
整

原
子
力
専
門
機
関
と
し

て
の
知
見
を
活
か
し
た

協
議
・
協
力

平
成
３
０
年
度
当
初
予
算
額
：
３
７
０
，
８
７
４
千
円

-95-



地
域
防
災
力
の
向
上
を

目
指
し
た
安
全
安
心
対
策

【
H
3
0
当

初
予

算
額

5
1
,1

1
8
千

円
】

消
防

団
器

具
置

場
の

設
置

2
5
,6

4
2
千

円
防

災

（
消

防
団

用
施

設
整

備
管

理
事

業
内

）

基
幹

避
難

所
駐

車
場

の
拡

張
2
4
,6

8
6
千

円
自

推

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
維

持
管

理
事

業
内

）

消
防

団
女

性
部

の
活

動
7
9
0
千

円
防

災

（
消

防
団

活
動

推
進

事
業

内
）

村
民

生
活

部

防
災

原
子

力
安

全
課

消
防

防
災

・
原

子
力

安
全

担
当

地
域

づ
く
り
推

進
課

地
域

づ
く
り
推

進
担

当

○
村

で
は

，
地

震
・
津

波
・
風

水
害

・
土

砂
災

害
な

ど
の

自
然

災
害

対
策

や
火

災
発

生
時

の
応

急
対

策
を

迅
速

・
的

確
に

行
う

た
め

，
さ

ま
ざ

ま
な

取
組

み
を

行
っ

て
い

ま
す

。
○

火
災

発
生

時
に

消
火

活
動

・
交

通
誘

導
等

を
行

う
消

防
団

が
活

動
拠

点
と

し
て

い
る

消
防

団
器

具
置

場
は

，
昭

和
6
3
年

か
ら

平
成

5
年

に
か

け
て

整
備

を
行

っ
た

も
の

で
あ

り
，

ま
た

消
防

団
車

両
の

大
型

化
に

伴
う

狭
隘

化
に

よ
り
，

水
道

設
備

や
待

機
場

所
の

不
足

な
ど

が
平

常
時

及
び

災
害

時
の

活
動

の
妨

げ
に

な
っ

て
い

ま
す

。
○

ま
た

，
災

害
時

に
お

い
て

，
多

く
の

避
難

者
が

自
家

用
車

で
避

難
し

た
場

合
，

基
幹

避
難

所
で

あ
る

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
の

う
ち

，
一

部
の

施
設

で
は

，
駐

車
場

の
不

足
や

周
辺

道
路

の
狭

隘
に

よ
り
，

円
滑

な
避

難
活

動
に

影
響

す
る

お
そ

れ
が

あ
り
ま

す
。

○
さ

ら
に

，
日

頃
か

ら
の

火
災

予
防

活
動

や
防

災
普

及
活

動
に

お
け

る
展

開
が

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
，

地
域

に
密

着
し

て
生

活
し

，
き

め
細

や
か

な
視

点
を

持
つ

女
性

の
活

躍
が

期
待

さ
れ

て
い

ま
す

。

【
事
業
の
概
要
】

1
消

防
団

器
具

置
場

の
移

設
・
再

整
備

に
よ

る
消

防
団

活
動

の
迅

速
化

と
災

害
対

応
力

の
向

上

2
コ

ミ
セ

ン
駐

車
場

拡
張

に
よ

る
平

常
時

の
利

便
性

向
上

，
災

害
時

の
駐

車
・
避

難
者

支
援

活
動

の
円

滑
化

，
避

難
所

等
に

関
係

す
る

道
路

環
境

の
保

全
・
改

善
向

上

3
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

結
び

つ
き

の
あ

る
消

防
団

女
性

部
に

よ
る

，
住

民
へ

の
災

害
予

防
広

報

や
防

火
・
防

災
・
応

急
手

当
の

指
導

強
化

を
通

じ
た

予
防

面
に

お
け

る
地

域
防

災
力

の
向

上

1
消

防
団

器
具

置
場

の
建

て
替

え
：
第

3
・
7
分

団
2

消
防

団
器

具
置

場
の

改
修

：
第

4
分

団
（
水

道
設

備
の

新
設

）
3

基
幹

避
難

所
駐

車
場

の
拡

張
：
真

崎
コ

ミ
セ

ン
駐

車
場

の
用

地
取

得
，

真
崎

・
舟

石
川

コ
ミ
セ

ン
の

駐
車

場
測

量
・
設

計
4

道
路

の
拡

幅
・
歩

道
整

備
：
避

難
所

等
に

関
係

す
る

村
道

の
拡

幅
・
歩

道
整

備
の

あ
り
方

を
整

理
・
検

討
5

消
防

団
女

性
部

の
活

動
本

格
化

：
平

成
2
9
年

1
2
月

に
創

設
し

た
女

性
部

（
1
0
名

）
に

よ
る

火
災

予
防

広
報

・
応

急
手

当
指

導
等

【
事
業
の
目
的
】

消
防

団
器

具
置

場
の

移
設

・
再

整
備

に
よ

り
，

老
朽

化
・
狭

隘
化

を
解

消
し

て
災

害
対

応
力

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

，
基

幹
避

難
所

駐
車

場
等

の
整

備
に

よ
る

避
難

活
動

の
円

滑
化

や
，

女
性

消
防

団
員

に
よ

る
予

防
活

動
・
被

災
者

支
援

活
動

等
に

よ
り
，

地
域

防
災

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

【
事
業
の
効
果
】

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

【
背
景
】

重
点

消
防

団
器

具
置

場

コ
ミ
セ

ン
駐

車
場

消
防

団
女

性
部

…
建

て
替

え
工

事
（
4
～

1
2
月

）

…
測

量
・
設

計
（
4
～

1
2
月

）

訓
練

（
5
・
8
月

）
，

操
法

大
会

（
9
月

）
，

…
 

出
初

式
（
1
月

）
に

お
け

る
消

防
団

活
動

支
援

，
普

通
救

命
講

習
の

受
講

等

-96-



高
齢

者
運

転
免

許
証

自
主

返
納

支
援

事
業

①
東
海
村
デ
マ

ン
ド

タ
ク
シ

ー
利
用
券

2
1
,
0
0
0
円
分

②
茨
城
交
通
㈱

Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド

乗
車
券
「
い

ば
っ
ピ
」

2
0
,
5
0
0
円
分

（
登
録
料
5
0
0
円

を
含
む
。
）

③
東
海
村
商
工

会
共

通
金
券

2
0
,
0
0
0
円
分

「
１

対
象
者
」
に

あ
る

運
転
免

許
証
の
自
主

返
納
の
手
続

き
は
，
ひ
た

ち
な
か
警
察
署
，

茨
城
県

警
察
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
，
東

海
地
区
交
番
で
行

っ
て
い
ま
す
。

※
な
お
，
交

番
で
は
「
申
請
に
よ
る
運

転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

の
当
日
発
行
や
「

運
転
経

歴
証

明
書
」

の
申
請
は
出
来
ま

せ
ん
。

※
「
２
申
請

方
法
」
の
①
中
「
運
転
経

歴
証
明
書
」
と
は
，
身
分

証
明
書
に
利
用
で

き
る
カ

ー
ド

で
す
。

（
別
途
交
付
手
数

料
が
掛
か
り
ま
す

。
）

所
定
の
申
請
書

に
必

要
事
項

を
記
入
の
上

，
下
記
の
書

類
等
を
添
え

て
，
防
災
原
子
力

安
全
課

（
役
場
５
階

）
に
申
請
し
ま
す

。

申
請
に
必
要
な

も
の

：
①
警

察
署
等
で
交

付
さ
れ
た
「

申
請
に
よ
る

運
転
免
許
の
取
消

通
知
書

の
写
し
」
ま

た
は
「
運
転
経
歴

証
明
書
の
写
し
」

②
印
鑑

③
本
人
確

認
書

類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

，
健
康
保
険
証
，

運
転
経

歴
証

明
書
等

）

２
【

申
請

方
法

】

※
失

効
と
な
っ
た
運
転

免
許
証

で
の

申
請
は
で
き
ま
せ

ん
。

県
内
の
交
通
事
故
件
数
は
毎
年
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
，
高
齢
者
の
交
通
事
故
死
者
数
は
微
増
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
，
近
年
，
報
道
等
で
も
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
，
運
転
免
許
の
自
主

返
納
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
村
で
は
，
高
齢
者
が
当
事
者
と
な
る
交
通
事
故
の
減
少
を
図
る
た
め
，
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
方
に
対
す
る
新
た
な
支
援
策
を
実
施
し
ま
す
。

新
規

重
点

平
成
３
０
年
度
当
初
予
算
額
：

１
，
７
９
９
千
円

村
民
生
活
部

環
境
政
策
課

生
活
環
境
保
全
担
当

背
景

目
的

①
東
海
村
に
住

所
が

あ
り
，

免
許
返
納
日

に
お
い
て
満

６
５
歳
以
上

の
方

②
所
有
す
る
す

べ
て

の
運
転

免
許
証
を
平

成
２
９
年
４

月
１
日
以
降

に
自
主
返
納
し
た

方

③
自
主
返
納
し

た
日

か
ら
１

年
を
経
過
し

て
い
な
い
方

１
【

対
象
者
】

次
の
す
べ
て
の

条
件
を
満
た
す
方

事
業
費

１
，
７
９
９
千

円
（

内
訳

）
報

償
金

１
，

７
５

０
千
円

消
耗
品

費
１

０
千
円

通
信
運

搬
費

３
９
千
円

事
業
費
詳
細

３
【
支
援
の
内
容

】
次
の
①
～
③
の

う
ち

，
希
望
す
る
い

ず
れ
か
１
つ

を
交
付
（
１
人
当

た
り

１
回
限

り
）
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高
齢
者
見
守
り
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業

平
成
3
0
年
度
当
初
予
算
額

1
,２
３
２
千
円

＜
委
託
料
＞
（
介
護
会
計
）

福
祉
部
高
齢
福
祉
課

介
護
保
険
室

地
域
包
括
担
当

我
が
国
は
，
す
で
に
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
お
り
，
「
団
塊
の
世
代
」
が
後
期
高
齢
に
な
る
平
成
3
7
年
に
は
高
齢
化
率
3
0
％
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
，
今
後
単
身
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
と
と
も
に
，
認
知
症
の
方
の
増
加
も
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
，
本
村
に
お
い
て
は
，
平
成
2
9
年
の
単
身
高
齢
者
数
は
約
1
,0
0
0
人
で
す
が
，
平
成
3
7
年
に
は
2
,0
0
0
人
を
超
え
る
見
込
み
と
な
っ
て
お

り
，
さ
ら
に
，
認
知
症
高
齢
者
に
つ
い
て
は
，
7
人
に
1
人
か
ら
5
人
に
1
人
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

村
と
し
て
は
，
今
後
も
増
え
つ
づ
け
る
単
身
高
齢
者
や
認
知
症
高
齢
者
が
，
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
，
そ
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
見
守
り
体
制
の
強
化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
事
業
概
要
】

新
規

１
訪
問
し
生
活
状
況
等
の
内
容
を
家
族
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
，
家
族
の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

２
画
像
を
送
る
こ
と
で
，
家
族
だ
か
ら
わ
か
る
小
さ
な
変
化
を
確
認
で
き
，
う
つ
や
認
知
症
な
ど
の
疾
病
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り

ま
す
。

３
会
話
を
持
つ
こ
と
で
，
孤
独
感
の
解
消
や
消
費
者
被
害
へ
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

１
対
象
者
：
7
0
歳
以
上
の
単
身
高
齢
者
で
希
望
者
（
愛
の
定
期
便
と
併
用
不
可
）
（
H
3
0
年
度
：
4
0
名
の
見
込
み
）

２
方
法
：
郵
便
局
社
員
が
月
1
回
訪
問
➡
生
活
状
況
等
（
確
認
事
項
※
１
）
の
聞
き
取
り
➡
家
族
や
村
へ
の
報
告
※
２

※
1
確
認
事
項
は
，
基
本
項
目
7
項
目
（
体
調
，
食
事
，
睡
眠
，
運
動
，
外
出
頻
度
，
日
常
生
活
の
支
障
・
気
分
）
と
選
択
項
目

3
項
目
の
計
1
0
項
目
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
記
録

※
2
家
族
に
は
，
利
用
者
の
状
況
と
自
宅
の
様
子
の
画
像
を
報
告

３
費
用
負
担
：
本
人
負
担
な
し

【
事
業
の
目
的
】

6
5
歳
以
上
の
単
身
世
帯
の
見
守
り
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
で
，
孤
独
死
を
防
止
す
る
と
と
も
に
，
高
齢
者
及
び
そ
の
家
族
の
日
常

生
活
に
お
け
る
健
康
，
生
活
不
安
等
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

【
事
業
の
効
果
】

【
利
用
の
流
れ
】

１
利
用
の
申
請

（
利
用
者
及
び
家
族
の
意
向
と

同
意
を
確
認
し
ま
す
。
）

２
郵
便
局
員
が
月
1
回
訪
問

（
あ
ら
か
じ
め
予
約
し
た
日
時
に

訪
問
し
ま
す
。
）

３
状
況
の
報
告

（
家
族
等
に
訪
問
し
た
状
況
と
画

像
を
メ
ー
ル
で
報
告
し
ま
す
。
）

【
背
景
】
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障
が
い
者
就
労
支
援
東
海
村
役
場
庁
舎
内
物
販
ブ
ー
ス
設
置
業
務

【
事
業
内
容
】

•
開
催
日
時

第
２
・
第
４
木
曜
日
午
前
１
１
時
か
ら
午
後
１
時

•
販
売
場
所

役
場
庁
舎
１
階
受
付
パ
ネ
ル
前

•
販
売
方
法

の
ぼ
り
旗
，
机
及
び
椅
子
を
介
護
福
祉
課
で
準
備

し
，
同
時
に
２
事
業
所
が
販
売

•
村
民
へ
の
周
知
方
法

広
報
と
う
か
い
，
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ

【
現
状
と
目
的
】

●
障
が
い
者
福
祉
事
業
所
は
，
仕
事
の
受
注
が
少
な
く
，
作
っ
た
も
の
を
販
売
で
き
る
場
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
，
工
賃
が
な
か
な
か
上
が
ら
ず
，
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

●
そ
こ
で
，
障
が
い
者
の
工
賃
の
向
上
，
雇
用
の
場
を
提
供
す
る
観
点
か
ら
，
障
が
い
者
福
祉
事
業
所
に
対
し
，
販
売
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

【
期
待
さ
れ
る
効
果
】

●
工
賃
の
向
上
，
雇
用
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
，
障
が
い
者
自
身
の
生
活
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
平
成
２
８
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
，
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
合
理
的
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
中
，
東
海
村
役
場

職
員
，
住
民
に
対
し
，
障
が
い
者
と
接
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
，
障
が
い
へ
の
理
解
・
啓
発
と
相
互
理
解
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
販
売
内
容
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
，
「
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
」
に
よ
る
，
行
政
か
ら
の
障
が
い
者
就
労
施
設
へ
の
発
注
拡
大
が
見
込
ま
れ
，
調

達
実
績
・
調
達
額
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

•
ブ
ー
ス
の
開
設
（
４
月
下
旬
～
）

（
ブ
ー
ス
設
置
に
際
し
て
の
問
題
発
生

時
は
介
護
福
祉
課
に
お
い
て
対
応
し

ま
す
。
）

•
３
ヶ
月
毎
に
東
海
村
障
が
い
者
総
合

支
援
協
議
会
で
課
題
等
を
検
討

（
実
際
の
ブ
ー
ス
設
置
を
踏
ま
え
た
，

諸
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
，
適
宜
改

善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
）

重
点

福
祉
部
障
が
い
福
祉
課

生
活
支
援
担
当

平
成
３
０
年
度
当
初
予
算
額
：

な
し
（
経
費
不
要
）

東
海
村
役
場
庁
舎
内
物
販
ブ
ー
ス
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障
が
い
者
等
居
場
所
づ
く
り
事
業

福
祉
部
障
が
い
福
祉
課

生
活
支
援
担
当

東
海
村
障
が
い
者
プ
ラ
ン
「
東
海
村
障
害
者
計
画
，
東
海
村
障
害
福
祉
計
画
（
第
4
期
）
」
で
は
，
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生

き
て
い
け
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
，
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
，
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
た
め
に
は
，
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
た
め
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
り
，
そ
の
た
め

に
は
障
が
い
者
及
び
関
係
者
同
士
が
交
流
を
持
ち
，
共
に
支
え
あ
う
た
め
の
拠
点
（
居
場
所
）
が
必
要
で
す
。

【
背
景
・
課
題
】

障
が
い
者
及
び
そ
の
家
族

関
係
者
村
民

等

【
対
象
者
】

事
業
費

１
，
２
８
２
千
円

（
内
訳
）

報
償
金

1
,0
7
4
千
円

消
耗
品
費

1
4
6
千
円

備
品
購
入
費

6
2
千
円

重
点

【
平
成
３
０
年
度
】

○
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
な
な
い
ろ
」
の
運
営

○
音
楽
療
法
講
座
の
開
催

→
音
楽
の
も
つ
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
出
す
効
果
を
利
用
す
る
こ
と
で
，
心
身
の
障

が
い
の
改
善
や
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

・
児
童
向
け
（
対
象
：
未
就
学
か
ら
１
０
歳
ま
で
，
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
）

・
保
護
者
向
け
（
対
象
：
障
が
い
児
の
保
護
者
及
び
村
民
，
４
月
・
９
月
・
１
１
月
・
2
月
の
第
２
水
曜
日
）

○
に
じ
い
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
（
６
月
１
６
日
，
１
０
月
６
日
）

→
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
し
て
障
が
い
者
が
奏
で
る
音
楽
と
実
力
派
演
奏
者
が
出
演
し
，
み
ん
な
が
参

加
し
て
み
ん
な
で
音
楽
を
作
り
楽
し
み
ま
す
。

○
講
座
・
研
修
の
開
催

・
講
演
会
「
自
閉
症
を
理
解
す
る
」
（
７
月
７
日
）

・
研
修
会
「
食
生
活
の
大
切
さ
」
（
１
月
）
，
「
障
が
い
に
合
わ
せ
た
体
操
」
（
１
１
月
）

【
事
業
概
要
】

【
目
的
】

障
が
い
者
等
が
気
楽
に
集
え
る
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
，
障
が
い
者
と
そ
の
家
族
，
地
域
住
民
及
び
関
係
機
関
と
の
交
流
の
機
会
を
確
保

し
，
も
っ
て
，
障
が
い
福
祉
の
社
会
的
環
境
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

【
効
果
】

障
が
い
者
及
び
家
族
等
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
居
場
所
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
，
情
報
交
換
や
悩
み
を
共
有
で
き
る
等
交
流
を
図
る
こ
と
が

で
き
，
仲
間
づ
く
り
，
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
，
障
が
い
者
及
び
家
族
，
関
係
機
関
，
地
域
住
民
，
行
政
等
と
の
横
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
，
地
域
活
動
等
へ
の
参
加
の
足
が
か
り
と
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
相
互
交
流
が
図
ら
れ
，
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
繋

が
り
ま
す
。

【
事
業
費
詳
細
】

【
事
業
の
目
的
と
期
待
さ
れ
る
効
果
】

平
成
３
０
年
度
当
初
予
算
額
：

１
，
２
８
２
千
円
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●
核

家
族

化
が
進

み
，

赤
ち
ゃん

に
つ
い
て
何

も
知

らな
い
ま
ま
に
子

育
て
を
しな

け
れ

ば
な
らな

い
⺟

親
が
増

え
，

子
ども

の
発

達
や
育

児
に
つ
い
て
知

る
機

会
が
少

な
くな

って
い
る
現

状
が
あ
りま

す
。

●
０

歳
児

を
初

め
て
育

て
て
い
る
⺟

親
に
は
，

その
時

期
特

有
の
悩

み
や
知

りた
い
こと

が
た
くさ

ん
あ
りま

す
。

０
歳

時
期

に
“親

子
の
絆

づ
くり

”
を
して

お
くこ

とは
，

親
子

の
将

来
に
とっ

て
とて

も
⼤

切
で
す
。

●
親

が
「子

ども
を
産

み
育

て
る
人

生
を
選

ん
で
ほ
ん
とう

に
よ
か
った

」
と思

え
る
た
め
に
も
，

初
め
て
赤

ち
ゃん

を
育

て
る
⺟

親
が
子

育
て
に
つ
い
て
学

ぶ
機

会
を
提

供
す
る
こと

は
重

要
で
す
。

●
子

育
て
す
る
⺟

親
⾃

⾝
も
成

⻑
し，

同
じ悩

み
を
抱

え
る
親

同
⼠

の
ネ
ット

ワ
ー
クが

で
き
る
こと

に
よ
って

親
が
⾃

⽴
した

子
育

て
環

境
づ
くり

に
も
な
りま

す
。

福
祉

部
子
育
て
支
援
課
（
子
ど
も
家
庭
担
当
）

健
康
増
進
課
（
健
康
づ
く
り
担
当
）

新
規

重
点

親
子
の
絆
づ
く
り
推
進
事
業

親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
－
B
P
プ
ロ
グ
ラ
ム
－

初
め
て
育

児
を
す
る
⺟

親
と赤

ち
ゃん

が
⼀

緒
に
参

加
す
る
”
親

子
の
絆

づ
くり

の
た
め
の
機

会
・子

育
て
の
基

礎
知

識
を
学

ぶ
機

会
・子

育
て
の
仲

間
づ
くり

が
で
き
る
機

会
“を

設
け
ま
す
。

事
業

の
目

的
とね

らい

①
対

象
者

：
東

海
村

在
住

の
第
1
子

の
⺟

親
（

生
後
2
か
月

か
ら5

か
月

ま
で
の
赤

ち
ゃん

）
②

実
施

回
数

：
連

続
4
週

で
1
回

の
プ
ログ

ラム
が
終

了
（
3
か
月

毎
に
開

催
）

③
時

間
：
2
時

間
（
1
2
0
分

）
④

場
所

：
保

健
セ
ンタ

ー
⑤

参
加

者
：

プ
ログ

ラム
1
回

に
つ
き
1
0
名

（
1
0
組

）
※

年
合

計
4
0
名

（
4
0
組

）
⑥

プ
ログ

ラム
の
構

成
（

内
容

）
[第
1
週
]

新
しい

出
会

い
[第
2
週
]

赤
ち
ゃん

の
い
る
生

活
[第
3
週
]

赤
ち
ゃん

との
接

し方
[第
4
週
]

親
に
な
る
こと

⑦
講

師
：
B
P
ファ

シ
リテ

ー
ター
1
名

，
ア
シ
ス
タン

ト1
名

⑧
参

加
料

：
無

料
（

テ
キ
ス
ト代

⾃
⼰

負
担

）

①
養

成
人

数
：

村
職

員
1
名

②
養

成
者

：
保

健
師

又
は
保

育
⼠

，
子

育
て
支

援
に
関

わ
って

い
る
職

員

ファ
シ
リテ

ー
ター

の
養

成

東
海

村
で
の
「B

Pプ
ログ

ラム
」の

導
入

・実
施

◆
同

月
齢

の
赤

ち
ゃん

を
初

め
て
育

て
て
い
る
⺟

親
が
集

ま
りま

す
。

◆
参

加
者

中
心

型
の
プ
ログ

ラム
で
す
。

◆
回

を
重

ね
る
ご
とに

互
い
の
距

離
が
縮

ま
り，

⾃
然

に
⺟

親
同

⼠
が
つ
な
が
りま

す
。

◆
子

育
て
仲

間
が
で
き
，

育
児

知
識

を
習

得
す
る
こと

で
育

児
不

安
を
軽

減
す
る
こと

が
で
き
ま
す
。

◆
互

い
の
育

児
に
関

して
聞

く・
教

え
る
な
ど共

有
す
る
こと

が
で
き
ま
す
。

BP
プ
ログ

ラム
の
特

徴
（

期
待

され
る
効

果
）

事
業
費

１
３
５
千
円

（
内

訳
）

・旅
費

２
６

千
円

・消
耗

品
費

４
５

千
円

・負
担

⾦
（

ファ
シ
リテ

ー
ター

養
成

費
）

６
４

千
円

事
業

費
詳

細

平
成
３
０
年
度
当
初
予
算
額
：

１
３
５
千
円
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子
ど

も
の

豊
か

な
心

を
育

成
し

，
親

子
の

対
話

の

促
進

を
図

り
ま

す
。

 

 

教
育

委
員

会
 

生
涯

学
習

課
 

青
少

年
担

当
 

重
点
 

拡
充
 

目
的

 

と
 

効
果

 

人
形

劇
や

芝
居

，
演

奏
等

を
親

子
で

鑑
賞

し
ま

す
。

 

（
実

施
時

期
：

９
月

～
１

月
）

 

平
成

３
０

年
度

か
ら

は
，
こ

れ
ま

で
の

幼
稚

園
及

び
村

立
こ

ど
も

園
に

加
え

，
対

象
を

拡
大

し
，

多

く
の

親
子

が
芸

術
を

鑑
賞

す
る

機
会

を
通

じ
て

，

さ
ら

な
る

対
話

の
促

進
を

図
り

ま
す

。
 

事
業

 

概
要

 

  

 
対

象
者

 

～
豊

か
な

心
の

育
成

・
親

子
の

対
話

促
進

～

●
村

立
幼

稚
園

（
４

園
）

 

●
私

立
幼

稚
園

（
１

園
）

 

●
村

立
こ

ど
も

園
（

１
園

）
 

●
村

立
保

育
所

（
２

園
）

 

●
私

立
保

育
園

（
4

園
）

 

●
私

立
こ

ど
も

園
（

2
園

） 

平
成

２
９

年
度

ま
で

 

紙
し
ば
い
 

演
奏
 

人
形
劇
 

芝
居
 

平
成

３
０

年
度

 
当

初
予

算
額
 

 

拡
大

で
対

象
は

…
 

６
園
→
１
４
園
の
児
童
に
！
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●
産
後
うつ

の
予
防
や
新
⽣
児
へ
の
虐
待
予
防
等
を
図
る
観
点
か
ら，

産
後
２
週
間
，
産
後
１
か
⽉
な
ど出

産
後
間
も
な
い
時
期
の
産
婦
に
対
す
る
健
康
診
査
（
⺟
体
の
⾝
体
機

能
の
回
復
や
授
乳
状
況
及
び
精
神
状
態
の
把
握
等
）
の
重
要
性
が
指
摘
され

て
い
ま
す
。

●
この

た
め
，
これ

ま
で
の
妊
婦
や
乳
幼
児
の
健
康
診
査
に
加
え
，
平
成
３
０
年
度
か
ら新

た
に
産
婦
の
健
康
診
査
の
費
用
を
助
成
い
た
しま

す
。

産
後
の
⺟
⼦
に
対
す
る
⽀
援
を
早
期
か
ら⾏

うこ
とで

，
妊
娠
期
か
ら⼦

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
な
い
⽀
援
体
制
の
強
化
を
図
りま

す
。

背
景
と
目
的

福
祉
部
健
康
増
進
課

健
康
づ
く
り
担
当

重
点

拡
充
産
婦
健
康
診
査
（
妊
産
婦
・
乳
幼
児
健
康
診
査
事
業
）

“
と
う
か
い
版
ネ
ウ
ボ
ラ
”
の
体
制
の
一
環

“
と
う
か
い
版
ネ
ウ
ボ
ラ
”
推
進
の
取
組
み
に
お
け
る
位
置
づ
け

妊
娠

出
産

妊
娠
の
届
出

母
子
健
康
手
帳
交
付

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問

（
生
後
４
ヶ
月
ま
で
）

さ

必
要
な
場
合

保
健
師
・
子
育
て

ｱ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾞｲ
ｻ
ﾞｰ
の
訪
問

（
保
健
師
・
看
護
師
・
保
育
士
）

子
育
て
マ
マ
応
援
事
業

産
前
・
産
後
ヘ
ル
プ
サ
ポ
ー
ト
事
業

医
療

機
関

乳
児
健
診
（
５
ヶ
月
）

産
後
マ
マ

あ
ん
し
ん

ケ
ア
事
業

母
子
訪
問
支
援
検
討
会

月
1
回
（
保
健
師
・
助
産
師
・
妊
娠
出
産
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
ｰ
・
子
育
て
ｱ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾞｲ
ｻ
ﾞｰ
・
子
育
て
支
援
課
・
健
康
増
進
課
）

必
要
な
場
合

＊
ｹ
ｱ
ﾌ
ﾟﾗ
ﾝ
作
成
・
個
別
支
援

ﾊ
ﾛ
ｰ
ﾍ
ﾞﾋ
ﾞｰ
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ

女
性
の
た
め
の
健
康
ｾ
ﾐﾅ
ｰ

（
妊
娠
前
か
ら
の
啓
発
）

と
う
か
い
版
ネ
ウ
ボ
ラ
推
進
事
業

妊
娠
・
出
産
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
面
談

マ
イ
保
健
師
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
，
家
庭
訪
問
や
電
話
相
談
な
ど
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
施

子
育
て

赤
ち
ゃ
ん
教
室
（
３
か
月
）

ｹ
ｱ
ﾌ
ﾟﾗ
ﾝ
会
議
月
１
回

◎
産
婦
健
康
診
査

【
１
回
目
】
生
後
２
週
間
時

【
２
回
目
】
生
後
１
か
月
時

妊
婦

健
康
診
査

（
１
４
回
）

入
院
期
間

（
約
５
日
間
）

乳
児

健
康
診
査

（
３
～
６
ヶ
月
）

乳
児

健
康
診
査

（
９
～
１
１
ヶ
月
）

必
要
な
場
合

歯
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
テ
ー

教
室
（
１
歳
）

◆
健
康
診
査
の
内
容
◆

（
１
）
問
診

（
２
）
診
察

（
３
）
体
重
・
血
圧
測
定

（
４
）
尿
検
査
（
蛋
白
・
糖
）

（
５
）
エ
ジ
ン
バ
ラ
産
後
う
つ
病
質
問
票

（
E
P
D
S
)

◆
費
用
◆
１
回
５
，
０
０
０
円
上
限

◆
回
数
◆
１
人
に
つ
き
２
回
以
内

産
婦
健
康
診
査
事
業
概
要

平
成
３
０
年
度
当
初
予
算
額

（
事
業
全
体
）
：
４
５
，
０
１
２
千
円

【
事
業
費
詳
細
】
事
業
全
体
：
４
５
，
０
１
２
千
円

（
内
訳
）
報
償
金
3
,6
9
8
千
円
印
刷
製
本
費
6
1
8
千
円

手
数
料
1
,1
2
8
千
円
委
託
料
3
8
,8
4
8
千
円

扶
助
費
7
2
0
千
円

う
ち
産
婦
健
康
診
査
に
係
る
事
業
費
=
３
，
２
７
０
千
円
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○
本
村
で
は
年
３
回
，
児
童
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
い
じ
め
の
実
態
把
握
，
未
然
防
止
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
，
昨
今
い
じ
め
を
原
因
と
す
る
児
童
生
徒
の
不
登
校
や
自

殺
が
発
生
す
る
な
ど
社
会
問
題
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
，
本
村
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を
，
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。

○
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
第
１
４
条
の
趣
旨
に
基
づ
き
，
い
じ
め
防
止
等
に
関
係
す
る
機
関
及
び
団
体
の
連
携
を
図
り
，
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
見
地
及
び

村
民
の
立
場
か
ら
幅
広
く
意
見
を
求
め
ま
す
。
特
に
本
村
で
は
，
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
と
し
て
常
設
の
い
じ
め
防
止
対
策
委
員
会
を
置
く
こ
と
で
，
学
期
に
１
回
ず
つ

定
期
的
に
い
じ
め
の
認
知
件
数
や
そ
の
対
応
に
つ
い
て
分
析
し
助
言
を
得
る
と
共
に
，
重
大
事
態
発
生
時
に
速
や
か
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

○
法
第
２
８
条
第
１
項
の
「
重
大
事
態
」
が
発
生
し
た
場
合
に
は
，
「
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
」
に
お
い
て
調
査
を
行
い
，
そ
の
調
査
結
果
を
村
長
に
報
告
し
再
発
防
止

に
努
め
ま
す
。

【
事
業
の
目
的
・
ね
ら
い
】

い
じ
め
の
防
止
等
に
つ
い
て
，
関
係
機
関
が
連
携
し
て
情
報
交
換
や
協
議
を
行
う
た
め
，
村
学

校
長
会
，
村
生
徒
指
導
部
員
会
，
生
徒
指
導
担
当
教
員
，
村
教
育
委
員
会
，
青
少
年
相
談
員
，
児

童
相
談
所
，
地
方
法
務
局
，
警
察
等
の
関
係
者
で
組
織
す
る
「
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
」

を
定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。

常
時
の
い
じ
め
防
止
対
策
や
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
に
対
す
る
助
言
を
行
う
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
と
し
て
，
専
門
的
知
識
・
経
験
を
有
す
る
方
や
保
護
者
の
代
表
で
組
織
す
る
「
い
じ

め
防
止
対
策
委
員
会
」（
委
員
数
：
５
名
）
を
置
き
，
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
や
教
育
委
員

会
の
依
頼
に
応
じ
，
次
の
事
項
に
つ
い
て
分
析
及
び
協
議
を
行
い
ま
す
。

●
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
第
１
条
に
規
定
す
る
，
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

●
各
学
校
の
年
３
回
の
実
態
調
査
の
認
知
数
，
認
知
内
容
の
分
析
や
今
後
の
防
止
対
策
に
関
す
る
助
言
等
に

関
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
こ
と
。

万
が
一
重
大
事
態
が
発
生
し
た
際
に
は
，
村
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
，
第
三
者
委
員
で

構
成
す
る
「
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
」（
委
員
数
：
７
名
）
を
開
催
し
，
事
実
関
係
を
明
確
に
す
る

た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
答
申
結
果
は
，
村
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
村
長
に
報
告
し
ま
す
。

【
事
業
の
概
要
】

教
育
委
員
会

指
導
室

い
じ
め
問
題
対
策
推
進
事
業

【
東
海
村
い
じ
め
問
題
対
策
推
進
事
業
の
フ
ロ
ー
】

い
じ
め
防
止
対
策
委
員
会
（
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
）

（
教
育
，
法
律
，
心
理
，
福
祉
等
の
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
有
す
る
者

及
び
保
護
者
代
表
）

・
常
時
の
い
じ
め
防
止
対
策

・
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
に
対
す
る
助
言

村
学
校
長
会

村 教 育 委 員 会

青
少
年
相
談
員

重
大
事
態
発
生
時

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

実
態
調
査
・
公
表
・
分
析
依
頼

助
言

答
申

諮
問

村
教
育
委
員
会

各
小
中
学
校

地
方
法
務
局

児
童
相
談
所

村
生
徒
指
導
部
員
会

警
察

新
規

平
成
３
０
年
度
当
初

予
算
額
：
１
２
８
千
円

い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
（
第
三
者
委
員
会
）

重
大
事
態
発
生
時
（
い
じ
め
対
策
委
員
に
法
律
・
医
療
・
警
察

等
に
関
す
る
専
門
家
を
加
え
る
。
）

重
大
事
態
発
生
時

村
長

報
告

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
の
開
催
（
常
時
）

い
じ
め
防
止
対
策
委
員
会
（
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
）
の
開
催
（
常
時
）

い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
の
開
催
（
重
大
事
態
発
生
時
）

事
業
費
：
１
２
８
千
円

（
内
訳
）

報
酬

４
９
千
円

報
償
金

７
０
千
円

費
用
弁
償

４
千
円

実
費
弁
償

５
千
円

【
事
業
費
詳
細
】
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 ■

実
施

の
背

景
■

 

        

■
目

的
・

ね
ら

い
■

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
■

 

 
H

3
0

 
H

3
1

 
H

3
2

～
 

整
備

基
本

計
画

策
定

委
員

会
立

ち
上

げ
 

 
 

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
 

 
 

 

整
備

基
本

計
画

策
定

 
 

 
 

計
画

に
基

づ
い

た
整

備
工

事
等

実
施

 
 

 
 

 

■
事

業
の

概
要

■
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
■

事
業

費
詳

細
■

 

 
 

 
 

 
 

 

    

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
 

文
化
財
・
芸
術
文
化
担
当
 

新
規

 

重
点

 石
神

城
跡

は
，

城
と

し
て

の
遺

構
の

保
存

状
態

が
非

常
に

良
く

，
佐

竹
氏

関
連

の
城

郭
遺

構
と

し
て

大
変

貴
重

な
史

跡
で

あ
る

と
同

時
に

，
東

海
十

二
景

に
選

定
さ

れ
て

い
る

景
勝

地
で

あ
り

「
石

神
城

址
公

園
」

と
し

て
住

民
の

憩
い

の
場

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

，
平

成
2

9
年

1
2

月
に

県
指

定
史

跡
に

指
定

さ
れ

た
こ

と
か

ら
，

今
後

村
民

や
県

内
外

よ
り

多
く

の
人

が
訪

れ
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
ま

す
。

 

こ
れ

ま
で

一
部

整
備

を
行

っ
た

と
こ

ろ
で

す
が

，
文

化
財

保
護

の
観

点
か

ら
ベ

ン
チ

の
設

置
等

必
要

最
小

限
の

整
備

に
留

ま
っ

て
お

り
，

ア
ク

セ
ス

経
路

が
一

部
寸

断
さ

れ
て

い
る

た
め

城
全

域

を
散

策
で

き
な

い
等

，
史

跡
公

園
と

し
て

更
な

る
整

備
要

望
が

寄
せ

ら
れ

て
お

り
ま

す
。

 

ま
た

，
平

成
2

9
年

度
末

に
策

定
し

ま
し

た
「

東
海

村
文

化
財

保
護

・
活

用
計

画
」

に
お

い
て

，「
史

跡
等

の
保

全
・

整
備

」
を

施
策

と
し

て
位

置
づ

け
て

お
り

，
計

画
的

な
史

跡
整

備
・

活
用

が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

石
神

城
跡

の
魅

力
を

伝
え

な
が

ら
史

跡
公

園
と

し
て

よ
り

安
全

に
，
よ

り
快

適
に

訪
れ

た
人

々
が

楽
し

め
る

よ
う

な
整

備
を

目
指

し
て

整
備

計
画

を
策

定
し

，
計

画
的

な
史

跡
整

備
を

行
い

ま
す

。
計

画
策

定
に

あ
た

っ
て

は
，

専
門

家
や

住
民

代
表

等
で

構
成

す
る

策
定

委
員

会
を

設
置

す
る

ほ
か

，
広

く
村

民
を

交
え

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

，
石

神
城

跡
の

理
解

や
協

働
に

よ
る

活
用

も
検

討
し

ま
す

。
 

な
お

，
併

せ
て

，
平

成
2

9
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
「

と
う

か
い

ま
る

ご
と

博
物

館
事

業
」

で

の
活

用
も

図
っ

て
い

き
ま

す
。

 

石
神

城
跡

の
今

後
の

適
切

な
保

存
活

用
に

つ
い

て

「
整

備
基

本
計

画
」

を
策

定
し

ま
す

。
 

（
計

画
内

容
）

 

・
整

備
の

理
念

，
方

針
 

・
基

本
計

画
，

事
業

計
画

 
な

ど
 

整
備

基
本

計
画

の
策

定
（

H
3

0
～

H
3

1
）

 
史

跡
整

備
（

想
定

H
3

2
～

H
3

4
）

 

石
神

城
跡

整
備

基
本

計
画

に
基

づ
き

，
計

画
的

に
整

備
を

行
い

ま
す

。
 

（
主

な
整

備
内

容
）

 

 
・

本
丸

⇔
遠

見
城

間
の

ア
ク

セ
ス

整
備

 

 
・

石
神

城
址

公
園

内
の

ベ
ン

チ
の

設
置

 

 
・

案
内

看
板

の
更

新
 

な
ど

 

 

石
神
城
跡

 

Ⅱ
郭
 
堀

 

石
神
城
跡

 

航
空
写
真

 

平
成
３
０
年
度
当
初
予
算
額
：
 

３
，
２
７
９
千
円
 

 

事
業

費
：

3
,2

7
9

千
円

 

（
内

訳
）

 
報

償
金

（
委

員
謝

礼
）

･
･
･
･
･ 

6
6

千
円

 

旅
費

･
･
･
･
･
･･

･
･･

･2
2

千
円

 

消
耗

品
費

･
･
･
･
･
･
･5

0
千

円
 

委
託

料
 

（
計

画
策

定
業

務
委

託
）

･
･
･
 

3
,1

4
1

千
円
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ス
ポ
ー
ツ
き
っ
か
け
づ
く
り
「Ｂ
ｅ
：ス
ポ
ー
ツ
」推
進
事
業

新
規

重
点

教
育
委
員
会

国
体
・ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

国
体
・ス
ポ
ー
ツ

推
進
担
当

平
成
３
０
年
度
当
初
予
算
額
：

１
，
０
０
０
千
円

＜
内

訳
＞
委
託
料
：
５
０
０
千
円

消
耗
品
費
：
５
０
０
千
円

◆
国

の
ス

ポ
ー

ツ
基

本
計

画
（

第
２

期
基

本
計

画
／

文
部

科
学

省
）

に
お

い
て

は
，

ス
ポ

ー
ツ

基
本

法
に

掲
げ

る
基

本
理

念
の

下
，

ス
ポ

ー
ツ

参
画

人
口

の
拡

大
に

取
り

組
む

こ
と

が
謳

わ
れ

て
い

ま
す

。

◆
茨

城
県

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

に
お

い
て

は
，

「
健

康
で

明
る

く
豊

か
な

生
活

を
送

る
上

で
，

ス
ポ

ー
ツ

が
果

た
す

役
割

が
重

要
で

あ
る

」
と

の
認

識
の

下
，

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

社
会

の
実

現
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

が
定

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

◆
国

，
県

の
計

画
を

踏
ま

え
，

本
村

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
は

「
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

て
人

が
つ

な
が

り
，

ま
ち

が
元

気
に

な
る

」
の

基
本

理
念

を
掲

げ
，

今
日

の
ス

ポ
ー

ツ
を

取
り

巻
く

環
境

の
変

化
等

も
考

慮
し

つ
つ

，
運

動
を

習
慣

化
す

る
た

め
の

き
っ

か
け

づ
く

り
が

必
要

で
あ

る
と

い
う

認
識

の
下

に
策

定
し

て
い

ま
す

。

⇒
本

事
業

で
は

，
運

動
習

慣
が

な
い

方
に

対
し

，
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

捉
え

て
ス

ポ
ー

ツ
（

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

等
の

軽
運

動
を

含
む

）
に

関
わ

る
き

っ
か

け
を

提
供

し
，

日
常

に
ス

ポ
ー

ツ
が

あ
る

暮
ら

し
の

実
現

を
推

進
し

ま
す

。
ま

た
，

本
事

業
の

展
開

は
，

ス
ポ

ー
ツ

人
口

の
増

加
に

よ
る

多
く

の
村

民
の

健
康

増
進

や
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

た
世

代
間

交
流

の
促

進
を

視
野

と
し

，
ひ

い
て

は
，

人
と

人
と

の
交

流
に

よ
る

地
域

の
一

体
感

の
醸

成
や

活
力

に
満

ち
た

ま
ち

づ
く

り
に

つ
な

げ
，

共
生

社
会

の
実

現
を

図
っ

て
ま

い
り

ま
す

。

◆
国

の
ス

ポ
ー

ツ
基

本
計

画
（

第
２

期
基

本
計

画
／

文
部

科
学

省
）

に
お

い
て

は
，

ス
ポ

ー
ツ

基
本

法
に

掲
げ

る
基

本
理

念
の

下
，

ス
ポ

ー
ツ

参
画

人
口

の
拡

大
に

取
り

組
む

こ
と

が
謳

わ
れ

て
い

ま
す

。

◆
茨

城
県

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

に
お

い
て

は
，

「
健

康
で

明
る

く
豊

か
な

生
活

を
送

る
上

で
，

ス
ポ

ー
ツ

が
果

た
す

役
割

が
重

要
で

あ
る

」
と

の
認

識
の

下
，

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

社
会

の
実

現
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

が
定

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

◆
国

，
県

の
計

画
を

踏
ま

え
，

本
村

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
は

「
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

て
人

が
つ

な
が

り
，

ま
ち

が
元

気
に

な
る

」
の

基
本

理
念

を
掲

げ
，

今
日

の
ス

ポ
ー

ツ
を

取
り

巻
く

環
境

の
変

化
等

も
考

慮
し

つ
つ

，
運

動
を

習
慣

化
す

る
た

め
の

き
っ

か
け

づ
く

り
が

必
要

で
あ

る
と

い
う

認
識

の
下

に
策

定
し

て
い

ま
す

。

⇒
本

事
業

で
は

，
運

動
習

慣
が

な
い

方
に

対
し

，
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

捉
え

て
ス

ポ
ー

ツ
（

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

等
の

軽
運

動
を

含
む

）
に

関
わ

る
き

っ
か

け
を

提
供

し
，

日
常

に
ス

ポ
ー

ツ
が

あ
る

暮
ら

し
の

実
現

を
推

進
し

ま
す

。
ま

た
，

本
事

業
の

展
開

は
，

ス
ポ

ー
ツ

人
口

の
増

加
に

よ
る

多
く

の
村

民
の

健
康

増
進

や
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

た
世

代
間

交
流

の
促

進
を

視
野

と
し

，
ひ

い
て

は
，

人
と

人
と

の
交

流
に

よ
る

地
域

の
一

体
感

の
醸

成
や

活
力

に
満

ち
た

ま
ち

づ
く

り
に

つ
な

げ
，

共
生

社
会

の
実

現
を

図
っ

て
ま

い
り

ま
す

。

様
々

な
機

会
を

捉
え

た
ス

ポ
ー

ツ
機

会
の

提
供

を
行

い
ま

す
。

◆
異

分
野

と
の

連
携

⇒
各

種
の

講
習

会
や

イ
ベ

ン
ト

，
各

団
体

の
活

動
に

お
い

て
体

力
測

定
や

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
体

験
等

を
実

施
し

，
ス

ポ
ー

ツ
無

関
心

層
へ

も
ア

プ
ロ

ー
チ

し
ま

す
。

◆
実

技
指

導
者

と
の

連
携

・
協

力
⇒

村
体

育
協

会
や

ス
マ

イ
ル

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ａ

Ｉ
，

東
海

村
文

化
・

ス
ポ

ー
ツ

振
興

財
団

と
連

携
・

協
力

し
，

実
技

指
導

者
に

よ
る

ス
ポ

ー
ツ

行
事

を
実

施
し

，
多

様
化

す
る

ス
ポ

ー
ツ

ニ
ー

ズ
に

応
え

ま
す

。
（

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

の
活

用
等

も
考

慮
）

展
開

例
：

学
校

行
事

，
環

境
フ

ェ
ス

タ
，

東
海

ま
つ

り
，

Ｉ
～

Ｍ
Ｏ

の
ま

つ
り

，
文

化
祭

，
地

域
の

祭
り

，
コ

ミ
セ

ン
行

事
等

事
業

内
容

現
状

と
目

的

本
事

業
の

愛
称

と
し

て
用

い
る

造
語

で
す

。
「

年
齢

や
体

力
に

合
わ

せ
た

最
適

（
B

e
s
t）

な
ス

ポ
ー

ツ
を

始
め

（
B

e
g
in

）
，

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
む

（
(h

a
v
e
 a

)B
la

s
t，

e
n

jo
y）

こ
と

で
村

民
の

日
常

に
ス

ポ
ー

ツ
が

在
る

（
B

e
）

よ
う

に
…

」
と

い
う

想
い

を
込

め
ま

し
た

。
（

略
し

て
「

B
e
ス

ポ
」

(ビ
ー

ス
ポ

)）

B
e
:ス

ポ
ー

ツ

①
関

係
課

，
イ

ベ
ン

ト
主

催
団

体
，

関
係

機
関

と
の

実
施

内
容

の
検

討
②

実
施

主
体

と
の

最
終

調
整

③
事

業
実

施
（

コ
ン

テ
ン

ツ
は

随
時

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

）

事
業

実
施

に
向

け
た

フ
ロ

ー
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東
海
村
地
産
地
消
推
進
事
業

産
業
部
農
業
政
策
課

地
域
農
業
支
援
担
当

重
点

背
景
と
目
的

本
村
の
農
業
は
，
身
近
に
多
く
の
消
費
者
が
い
る
こ
と
が
「
強
み
」
で
あ
り
，
こ
の
「
強
み
」
を
生
か
し
た
地
産
地
消
に
よ
る
都
市
近
郊
型
農
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
本
村
で
は
こ
れ
ま
で
，
J
A
常
陸
や
学
校
給
食
等
と
連
携
し
，
地
元
産
野
菜
の
生
産
振
興
や
消
費
者
と
の
交
流
，
小
学
校
の
米
飯
給
食
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
こ
の
地
産
地
消
の
輪
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
た
め
に
，
地
元
産
野
菜
の
販
路
拡
大
と
農
家
の
所
得
向
上
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

平
成
３
０
年
度
に
取
り
組
む
活
性
化
施
策

地
元
産
野
菜
等
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
組
み

①
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
の
収
穫
体
験

②
食
生
活
改
善
員
と
の
連
携
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
ジ
ュ
ニ
ア
」
に
よ
る
地
元
産
野
菜
の
調

理
試
食
体
験

予
算
額
2
9
0
千
円

生
産
力
・
販
売
力
を
強
化
す
る
取
組
み

予
算
額
9
1
1
千
円

①
「
と
う
か
い
育
ち
」
シ
ー
ル
の
貼
付
⇒
他
産
地
と
の
差
別
化

②
新
鮮
野
菜
P
R
チ
ラ
シ
の
活
用
⇒
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
新
鮮
さ
の
周
知

③
土
壌
診
断
の
実
施
⇒
適
地
適
作
の
営
農
指
導
に
よ
る
品
質
と
収
量
の
向
上

④
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
検
証
⇒
消
費
者
や
飲
食
店
の
求
め
る
農
産
物
の
提
供

⑤
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
⇒
消
費
者
の
購
入
意
欲
の
増
進

地
産
地
消
を
中
心
と
し
た
消
費
活
動
の
活
性
化
に
向
け
て
…

①
推
進
母
体
の
設
置

②
適
地
適
作
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

③
食
育
を
通
じ
た
地
元
産
野
菜
の
理
解
増
進

④
消
費
者
に
向
け
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

農
家
の
所
得
向
上

た
く
さ
ん
食
べ
て

応
募
し
よ
う
！

平
成
３
０
年
度
当
初
予
算
額
：

１
，
２
２
３
千
円

＜
事
業
費
詳
細
＞
事
業
費
：
1
,2
2
3
千
円

（
内
訳
）
報
償
金

2
9
0
千
円

消
耗
品
費
2
0
0
千
円

印
刷
製
本
費
7
1
1
千
円
手
数
料
2
2
千
円

東
海
村
産
の
農
産
物
購

入
者
を
対
象
と
し
た
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
！
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目
的

：
地

域
農

業
の
リー

ダー
育

成
に
よ
る
産

地
体

制
の
強

化
位
置
付
け
：

東
海

村
農

業
振

興
計

画
3-

1
事
業
期
間

：
平

成
30

年
度

〜
32

年
度

産
業

部
農

業
政

策
課

地
域

農
業

支
援

担
当

重
点 【
現
状
・
課
題
と
目
的
】

農
業
者
の
高
齢
化
と
担
い
手
の
減
少
に
伴
い
，
遊
休
農
地
が
増
加
傾
向
と
な
る
中
で
，
米
政
策
の
転
換
や
輸
出
競
争
力
強

化
の
取
組
等
を
背
景
と
し
て
国
内
外
の
産
地
間
競
争
が
激
し
さ
を
増
し
て
お
り
，
産
地
体
制
の
強
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２
９
年
度
か
ら
は
，
茨
城
県
が
本
格
的
に
農
業
講
座
を
開
設
し
，
同
様
の
取
り
組
み
は
民
間
の
組
織
等
の
お
い
て
も
盛

ん
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

県
や
民
間
組
織
等
が
開
催
す
る
講
座
内
容
は
，
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
が
多
岐
に
渡
る
こ
と
か
ら
，
こ
れ
ら
の
機
関
が
実
施
す
る

研
修
の
受
講
を
支
援
す
る
こ
と
で
，
農
業
者
の
レ
ベ
ル
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
研
修
を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
，
さ

ら
な
る
農
業
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

【
事
業
内
容
】

〇
農
業
の
力
を
高
め
る
研
修
費
等
支
援
補
助
金

【
対
象
者
】

認
定
農
業
者
，
3
年
以
内
に
認
定
農
業
者
を
目
指
す
農
業
者
，
本
村
に
お
い
て

青
年
就
農
計
画
を
認
定
さ
れ
た
者
，
そ
の
他
村
長
が
必
要
と
認
め
た
者

【
対
象
と
な
る
研
修
】

1
農
業
大
学
校
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
農
業
研
修
機
関
の
受
講
料
等
の
助
成

2
そ
の
他
村
長
が
必
要
と
認
め
た
研
修

【
補
助
金
の
額
】

利
用
は
1
回
ま
で
と
し
て
，
上
限
3
万
円
ま
で
助
成

1
授
業
料
，
受
講
料
及
び
教
材
費

2
研
修
の
た
め
の
施
設
ま
で
の
旅
費

3
研
修
期
間
に
要
す
る
宿
泊
費
及
び
光
熱
水
費
等

4
そ
の
他
村
長
が
必
要
と
認
め
た
費
用

農
業

の
⼒

を
⾼

め
る
研

修
費

等
支

援
補

助
⾦

（
産

地
体

制
強

化
推

進
事

業
）

平
成

３
０

年
度

当
初

予
算

額
（

事
業

全
体

）
：

１
，

４
０

０
千

円

事
業
費
：
1
,4
0
0
千
円

（
内
訳
）

報
償
金

1
,0
0
0
千
円

旅
費

1
0
0
千
円

補
助
金

3
0
0
千
円

⇒
本
補
助
金
分

【
事
業
費
詳
細
】
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合
同
就
職
面
接
会
・
説
明
会
開
催
事
業

産
業
部
産
業
政
策
課

産
業
戦
略
室

本
村
は
，
原
子
力
発
祥
の
地
と
し
て
，
最
先
端
の
原
子
力
科
学
を
研
究
す
る
機
関
や
施
設
の
ほ
か
，
そ
れ
ら
を
下
支
え
す
る
原
子
力
関
連
企
業
が
集
積
し
，
原
子
力

関
連
産
業
が
主
要
産
業
に
な
っ
て
お
り
，
平
成
２
７
年
度
に
原
子
力
人
材
育
成
・
確
保
協
議
会
を
設
立
し
，
産
学
官
が
連
携
し
て
，
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
人
材
不

足
・
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
２
９
年
８
月
末
現
在
，
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸
管
内
に
お
け
る
求
人
倍
率
は
平
均
で
１
．
３
１
で
あ
り
，
そ
の
中
で
も
原
子
力
関
連
企
業
が
必
要
と
す
る
専
門
・
技
術
職
に

お
い
て
は
２
．
６
０
と
人
材
不
足
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
，
協
議
会
会
員
企
業
に
お
い
て
は
新
卒
採
用
に
つ
い
て
も
充
足
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
，
平
成
２
８
年
度
に
お
い
て
原
子
力
人
材
育
成
・
確
保
協
議
会
単
独
で
就
職
面
接
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
，
参
加
企
業
５
社
，
参
加

者
９
名
，
就
職
者
２
名
と
い
う
結
果
と
な
り
，
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
の
十
分
な
提
供
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
，
平
成
２
９
年
度
は
本
村
，
原
子
力
人
材
育
成
・
確

保
協
議
会
，
東
海
村
商
工
会
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
共
催
に
よ
り
，
東
海
村
合
同
就
職
会
を
実
施
し
，
参
加
企
業
２
６
社
，
求
職
者
８
３
名
，
就
職
者
９
名
（
就
職
者
数
は

平
成
２
９
年
１
０
月
末
現
在
）
と
，
求
職
者
と
参
加
企
業
の
双
方
に
と
っ
て
有
意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
，
今
年
度
以
降
も
継
続
し
て
面
接
会
及
び
説
明
会
を
実
施
す
る
た
め
，
新
た
に
事
業
化
し
，
人
材
の
確
保
に
向
け
た
取
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

・
就
職
面
接
会
・
説
明
会
の
実
施
に
関
す
る
関
係
者
と
の
調
整

・
参
加
企
業
の
募
集
（
最
大
3
0
社
）

・
ポ
ス
タ
ー
全
戸
配
布
及
び
広
報
と
う
か
い
に
よ
る
周
知

・
会
場
の
準
備
・
整
備

・
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

【
事
業
の
背
景
・
目
的
】

【
事
業
の
概
要
】

事
業
費
：
３
３
２
千
円

（
内
訳
）
・
印
刷
製
本
費
（
就
職
面
接
会
チ
ラ
シ
印
刷
代
）
2
0
0
千
円

・
手
数
料
（
チ
ラ
シ
各
戸
配
布
手
数
料
）

1
1
4
千
円

・
委
託
料
（
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
委
託
料
）

1
8
千
円

【
事
業
費
詳
細
】

・
６
月
上
旬
/
１
２
月
上
旬
参
加
企
業
募
集
開
始

・
７
月
上
旬
/
１
月
上
旬

参
加
企
業
決
定
，
ポ
ス
タ
ー
全
戸
配
布

広
報
と
う
か
い
掲
載

・
９
月
中
旬
合
同
就
職
面
接
会
/
２
月
中
旬
合
同
就
職
説
明
会

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

新
規

重
点

【
開
催
の
様
子
】

平
成
３
０
年
度
当
初

予
算
額
：
３
３
２
千
円
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村
に

は
日
本
原
子

力
研

究
開
発
機
構
（
J
A
E
A
)
や

大
強

度
陽
子
加
速

器
施
設
（
J
-
P
A
R
C
）
，
高
エ

ネ
ル
ギ
ー
加

速
器
研
究
機
構
(
K
E
K
)
，
東
京
大
学

大
学
院
工
学
系

研
究

科
原
子
力
専
攻
，
茨
城
大

学
東
海
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ

ス
な
ど

原
子
力
研
究
施
設

が
多
数

立
地

し
て
お

り
，
原
子
力
科
学

に
お
け
る
先
進
科

学
技
術
が
研
究

さ
れ

，
現
在
，
B
N
C
T
関
連
の

産
業
化
，
核
医
学
検

査
薬
の
国
産

化
，
非

破
壊
検
査
サ
ー
ビ

ス
等
の

産
業

化
が
目

前
に
来
て
い
ま
す

。
一
方
で
，
県
で

は
本
村
を
中
心

と
し

た
量
子
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
拠
点
の
形
成

と
新
産
業
創

生
に
向

け
て
，
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム

の
設

立
準
備

を
始
め
て
い
ま
す

。
こ
の

よ
う
な
状
況

の
中

，
本
村
に
お
け
る
関

連
事
業
の
展

開
を
強
く

支
援
す

る
と
と
も
に
産
業

の
進
出
や
新
産

業
創
生
に
よ
る
雇

用
創
出
，
若
者
の
定
着
及
び
地

域
産

業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
，
そ
こ

で
村
が

主
体
的
に
村
内
企

業
を
対

象
と

し
て
そ

れ
ら
先
進
科
学
技

術
の
現
状
な
ど
を

関
係
者
か
ら
直

接
学

ぶ
機
会
を
提
供
し
，
企
業

間
や
産
学
官
の
連

携
を
深
め
る

な
ど
，

新
た
な
地
域
産
業

の
振
興

に
つ

な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

【
目

的
と

ね
ら

い
】

先
進
科
学
技
術
を
有
す
る
研
究
機
関
や
教
育
機
関
，
関
連
す
る
企
業
が
集

積
す
る
東
海
村
の
強
み
を
活
か
し
，
こ
の
分
野
に
お
け
る
産
業
振
興
を
東
海

村
が
主
体
的
に
行
い
，
企
業
間
や
産
学
官
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
，
村
内

企
業
等
を
対
象
と
し
た
先
端
技
術
の
勉
強
会
（
セ
ミ
ナ
ー
）
や
交
流
会
の
実
施

及
び
先
進
技
術
の
現
場
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

産
業
部
産
業
政
策
課

産
業
戦
略
室

先
進
科
学
技
術
に
よ
る
産
業
振
興
推
進
事
業

【
事

業
の

概
要

】
【

事
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

】

[
平

成
3
0
年
度
当

初
事

業
費
]

6
9
7
千

円
〔

内
訳
〕

報
償

費
（

講
師
謝

礼
）

1
2
0
千
円
（
3
0
千

円
×
4
回

）
旅
費

（
普
通
旅
費
）

3
5
5
千
円

（
実
費
弁
償
）

6
千
円

需
用

費
（

消
耗
品

費
）

1
0
0
千
円

（
食
糧
費
）

1
6
千

円
(
印
刷
製
本
費

）
1
0
0
千
円

【
事

業
費

詳
細

】

新
規

重
点

セ
ミ
ナ
ー
（
第
１
回
目
）

５
月
予
定

セ
ミ
ナ
ー
（
第
２
回
目
）

７
月
予
定

セ
ミ
ナ
ー
（
第
３
回
目
）

９
月
予
定

セ
ミ
ナ
ー
（
第
４
回
目
）

１
１
月
予
定

産
学
官
交
流
会

適
宜

先
進
技
術
現
場
見
学
会

適
宜

自
治
体

大
学

研
究
機
関

産
業
界

量
子
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

茨
城
県
が
主
宰

東
海
村
も
参
画

【
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

（
県

考
案

イ
メ

ー
ジ

）
】

平
成
３
０
年
度
当
初
予
算
額
：

６
９
７
千
円
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近
年
，
各
地
で
大
規
模
地
震
が
発
生
し
，
下
水
道
施
設
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
国
で
は
重
要
な
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
を
図
る
「
防
災
」

と
被
災
を
想
定
し
，
被
害
の
最
小
化
を
図
る
「
減
災
」
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
地
震
対
策
（
下
水
道
総
合
地
震
対
策
事
業
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
 

本
村

に
お
い
て

も
，

国
の
補

助
金

を
活
用

し
，

今
後
起

こ
り

う
る
首

都
直

下
型
地

震
及

び
東
海

地
震

（
南
海

ト
ラ

フ
地
震

の
一

部
）
等

に
備

え
，

基
幹

避

難
所
と
な
っ
て
い
る
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
総
合
体
育
館
，
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
絆
」
，
照
沼
小
学
校
ま
で
の
下
水
道
管
の
耐
震
化
を
行
う
こ
と

で
，
大
規
模
地
震
発
生
時
の
「
防
災
」
「
減
災
」
を
図
り
ま
す
。
 

な
お

，
下
水
道

管
の

耐
震
化

に
よ

り
，
今

後
行

う
予
定

の
，

断
水
・

停
電

時
で
も

使
用

で
き
る

災
害

時
用
ト

イ
レ

（
マ
ン

ホ
ー

ル
ト
イ

レ
）

の
各

基
幹

避

難
所
へ
の
設
置
に
も
対
応
い
た
し
ま
す
。
 

下
水

道
施

設
総

合
地

震
対

策
事

業
 

（
下

水
道

管
理

事
業

内
）
 

建
設
部
 

下
水
道
課
 

工
務
担
当
 

重
 
点
 

【
事

業
の

目
的

・
ね

ら
い
】

 

（
１

）
基

幹
避

難
所

ま
で
の

管
き

ょ
の
耐

震
化

 
 
 

 
 
 

地
震
に
よ

り
被

害
を
受

け
や

す
い
下

水
道

管
 

と
マ
ン
ホ

ー
ル

の
接
続

部
に

可
と
う

（
揺

れ
の
 

吸
収
）
部

を
設

け
ま
す

。
 

下
水
道
管

き
ょ

内
は
，

カ
メ

ラ
等
を

用
い

て
 

耐
震
状
況

を
確

認
し
ま

す
。
 

 （
２

）
災

害
時

用
ト

イ
レ
の

整
備

（
予
定

）
 

 
 

今
後
は
，

基
幹

避
難
所

に
断

水
・
停

電
時

で
 

も
使
用
で

き
る

組
立
式

災
害

時
用
ト

イ
レ

の
設
置
 

を
進
め
る

予
定

で
す
。
 

 

【
耐

 
震

 
化

 
概

 
要
】

 

 

【
事

業
及

び
事

業
費

詳
細
】
 

●
基
幹
避
難
所
ま
で
の
管
き
ょ
の
耐
震
化
 

平
成
２
９
年
度
～
平
成
３
３
年
度
に
か
け
て
，
基
幹
避

難
所
と
な
っ
て
い
る
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び

総
合
体
育
館
，
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
絆
」
，
照
沼
小
学

校
ま
で
の
下
水
道
管
の
耐
震
化
を
行
い
ま
す
。
 

＜
管
き
ょ
耐
震
化
に
係
る
平
成
３
０
年
度
予
算
額
＞
 

 
 
 
２
２
，
０
０
０
千
円
（
工
事
請
負
費
）
 

（
う
ち
国
庫
補
助
１
１
，
０
０
０
千
円
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管
き

ょ
内

の
耐

震
状

況
も

 

カ
メ

ラ
等

を
用

い
確

認
 

平
成
３
０
年
度
当
初
予
算
額
：
 

（
下
水
道
管
理
事
業
全
体
）
３
０
７
，
３
５
１
千
円
 

（
イ
メ
ー
ジ
図
）
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国
体
を
活
用
した

地
域
活
性
化
推
進
事
業

・来
年
度
実
施
され
る
「い
き
い
き茨

城
ゆ
め
国
体
20
19
」に
お
い
て
，
東
海
村
で
は
東
海
高
校
と阿

漕
ヶ浦

公
園
が
ホ
ッケ
ー
競
技
の
会
場
とな
りま
す
。

・ま
た
，
開
・閉
会
式
が
開
催
され
る
笠
松
運
動
公
園
の
最
寄
駅
が
JR
東
海
駅
で
あ
る
こと
か
ら，

大
会
期
間
中
は
多
くの
来
村
者
が
予
想
され
ます
。

・村
とし
て
は
，
45
年
ぶ
りに
開
催
され
る
国
体
を
盛
り上

げ
た
い
と考

え
て
お
りま
す
が
，
その
た
め
に
は
村
⺠
の
皆
さん
の
協
⼒
が
⽋
か
せ
ま
せ
ん
。

・そ
の
た
め
，
国
体
を
盛
り上

げ
る
様
々
な
活
動
に
対
す
る
バ
ック
アッ
プ
を
進
め
て
ま
い
りま
す
。

・村
⺠
の
皆
さん
と⼀

丸
とな
って
「国
体
を盛

り上
げ
る
」取
組
み
に
関
わ
る
こと
で
村
の
地
域
⼒
の
向
上
も
期
待
で
き
ます
の
で
，
多
くの
⽅
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
ま
い
りま
す
。

【現
状
・目
的
】

【事
業
概
要
】

１
．
機
運
醸
成
・P
Rの

取
組
み

・村
で
実
施
した
ア
ンケ
ー
トに
お
い
て
，
国
体
実
施
の
認
知
度
は
8割

程
度
と高

い
も
の
で
した
が
，

ホ
ッケ
ー
競
技
の
開
催
に
つ
い
て
の
認
知
度
，
特
に
若
い
世
代
の
認
知
度
は
低
い
結
果
で
した
。

・更
な
る
認
知
度
の
向
上
に
向
け
，
機
運
醸
成
とP
Rに
関
す
る
様
々
な
取
組
み
を
実
施
して
ま
い
り

ま
す
。

（
取
組
例
）
国
体
PR
用
封
筒
の
作
成

（
取
組
例
）
国
体
ダン
ス
の
周
知
・活
用

国
体
応
援
企
業
の
募
集
・認
定

…
等

企
画
総
務
部
企
画
経
営
課

政
策
推
進
担
当

２
．
「（

仮
）
とう

か
い
国
体
盛
り上

げ
隊
」の

活
動
サ
ポ
ー
ト

・
「国
体
」「
ホ
ッケ
ー
」を
テ
ー
マ
とし
て
，
東
海
駅
周
辺
及
び
国
体
ホ
ッケ
ー
会
場
（
阿
漕
ヶ浦

公
園
，
東
海
高
校
）
周
辺
を
活
用
し，

村
を
盛
り上

げ
る
各
種
取
組
み
を
自
ら
の
「企

画
・提

案
」

に
基
づ
き
「実

⾏
」す

る
団
体
とし
て
「（
仮
）
とう
か
い
国
体
盛
り上

げ
隊
」を
発
足
しま
す
。

・村
は
事
務
局
とし
て
，
盛
り上

げ
隊
の
活
動
に
対
す
る
各
種
サ
ポ
ー
トを
して
ま
い
りま
す
。

多
くの
⽅
が
参
加
で
き
る
よ
うな
体
制
に
して
い
き
た
い
と思

い
ま
す
。皆

さん
の
自
由
な
ア
イデ
アを

お
待
ち
して
お
りま
す
。

平
成
30
年
1月

★ 盛
り上

げ
隊

⽴
上
げ
準
備

9月 ● リハ
ー
サ
ル

（
9.
22
-2
6
全
日
本
社
会
人
選
手
権
）

平
成
31
年
9月

● 茨
城
国
体

（
9.
28
-1
0.
8）

【ス
ケ
ジ
ュー
ル
】

取
組
み
（
機
運
醸
成
，
盛
り上

げ
隊
）
の
実
施
（
随
時
）

本
番
の
練
習
とし
て
プ
レ
大
会
を

活
用
す
る
こと
も
可

定
期
的
に
集
ま
り，

情
報
共
有
・意
⾒
交
換
を実

施

★ 盛
り上

げ
隊
発
足

【盛
り上

げ
隊
イメ
ー
ジ
】

盛
り上

げ
隊
事
務
局
（
役
場
）

（
仮
）
とう

か
い
国
体
盛
り上

げ
隊

サ
ポ
ー
ト

団 体 A

参
加

各
団
体
に
よ
る

取
組
み
の
実
施

団 体 B

団 体 C

団 体 D
村 ⺠

東
海
村

連
携
・意
⾒
交
換

新
規

重
点

平
成
30
年
度
当
初
予
算
額
:2
,0
00
千
円

<
内
訳
>
消
耗
品
費
1,
00
0千

円
負
担
⾦
1,
00
0千

円
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■平成３０年度　休廃⽌事業⼀覧

１　廃⽌事業

No. 施策
コード 事務事業名 H29

所管課

1 1-1-1 自治会連合会補助事業 自治推進課

2 2-2-1 出初式開催事業 防災原⼦⼒
安全課

3 3-5-2 保育所等整備補助事業 ⼦育て支援課

4 4-2-2 東海村スポーツ推進計画
策定事業 生涯学習課

5 5-1-3 ほしいも産地強化基礎調
査事業 農業政策課

6 5-2-1 プレミアム付き商品券発⾏
事業

まちづくり
推進課

7 5-2-2 地域のじまんづくりプロジェク
ト補助事業

まちづくり
推進課

8 6-3-2 前谷津地区緑地保全事業 環境政策課

9 9-1-2 公共建築物⻑寿命化推進
事業 都市整備課

２　休⽌事業

No. 施策
コード 事務事業名 H29

所管課

1 1-2-1 友情の杜整備事業 まちづくり
推進課

2 5-1-1
東海村農協系統農業災害
資⾦（⼤⾬・降ひょう・⻯
巻）利⼦助成補助事業

農業政策課

3 6-2-1 住居表示事業 住⺠課

4 6-2-1 駐⾞場整備管理事業 都市整備課

5 6-2-1 東海駅⻄⼝広場再整備基
⾦積⽴事業 区画整理課

◆東海駅⻄⼝広場の再整備⼯事に伴い，東海駅⻄広場駐⾞場の運⽤を⼀時休⽌していること
から，本事業は休⽌とします。

◆東海駅⻄⼝広場再整備に係る１期⼯事分の基⾦積⽴が終了したため，本事業は休⽌としま
す。

◆自治会活動の変化等に伴い，本事業は平成30年度から廃⽌します。

◆本事業を活⽤した，村内の私⽴保育園及び私⽴認定こども園の防犯対策強化に係る整備が
完了したことにより，本事業は平成30年度から廃⽌します。

◆東海村スポーツ推進計画の策定が完了したことにより，本事業は平成30年度から廃⽌します。
今後は東海村スポーツ推進計画協議会運営事業において，計画の進捗状況の確認等を⾏いま
す。

◆調査結果を踏まえたマニュアルの策定が完了したことにより，本事業は平成30年度から廃⽌しま
す。今後は施策5-1-3に紐付く各事業等を通じて，引き続きほしいもの品質向上に向けた取組み
を推進します。

◆平成29年度の単年度事業として発⾏を実施したため，本事業は平成30年度から廃⽌します。

◆出初式の開催を含む消防団活動を⼀体的に推進するため，消防団活動推進事業に統合しま
す。

廃⽌の理由

◆平成30年度は新たな整備を⾏う予定がないため，本事業は休⽌とします。なお，維持管理につ
いては引き続き，姉妹都市交流会館管理運営事業内で⾏ってまいります。

◆現時点において，当該利⼦助成補助の対象者がないため，本事業は休⽌とします。

◆平成30年度は，新たな住居表示実施区域がないため，本事業は休⽌とします。

休⽌の理由

◆本事業の原資となる国庫補助について，交付要件を満たさないことから，本事業は平成30年
度から廃⽌します。

◆前谷津地区を含む村内の緑地の⼀体的な保全を推進するため，緑地保全事業に統合します。

◆東海村公共建築物⻑寿命化計画の策定が完了したため，本事業は平成30年度から廃⽌しま
す。
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■数値目標一覧
　【分野１　みんなでつくる魅⼒あるまち】
　　政策1-1　村⺠との協働による⾃治のまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

1 （仮称）まちづくり協
議会の設⽴件数 件 ↑ - - 2 2 3 3

（仮称）まちづくり協
議会の設⽴延べ件
数

地域づくり
推進課

2 村⺠が関わる事業の
割合 ％ ↑ 32.6 32.5 32.0 35.0 35.0 35.0

予算事業（一般会
計）に係る事務事業
個票（評価シート）
における「村⺠が関わ
る事業」の割合

地域づくり
推進課

2　男⼥共同参画社
会の実現に向けた環
境整備を進める

1

東海村男⼥共同参
画推進事業所として
認定を受けた企業な
どの総数

箇所 ↑ 2 11 12 16 20 24
東海村まち・ひと・しご
と創⽣総合戦略
【KPI】

秘書広報課

　　政策1-2　東海村らしさを活かした魅⼒あふれるまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

1
語学ボランティア（仮
称）登録者の活用
人数

人 ↑ 1 11 10 11 11 12
語学ボランティア（仮
称）の活用回数×
人数

秘書広報課

2 各種媒体での情報
提供数 件 ↑ 88 150 105 115 120 120

姉妹都市交流会館
FB及びご当地レポー
ターの投稿回数，英
文放送件数，通知
文翻訳件数

秘書広報課

1
原⼦⼒人材育成・確
保協議会への加盟
企業数

社 ↑ - 14 9 9 10 10
東海村まち・ひと・しご
と創⽣総合戦略
【KPI】

産業政策課

2
科学体験に参加した
小・中学⽣の延べ人
数

人 ↑ 480 2,047 2,640 3,520 5,500 7,480
東海村まち・ひと・しご
と創⽣総合戦略
【KPI】

産業政策課

1 新規路線バスの利用
者数 人 ↑ - 48,179 49,800 53,200 56,600 60,000 東海村地域公共交

通網形成計画 企画経営課

2 デマンドタクシーの1台
当たり乗⾞人数 人 ↑ 1.50 1.56 1.62 1.68 1.74 1.80 東海村地域公共交

通網形成計画 企画経営課

　【分野２　みんなが安全に安心して暮らすまち】
　　政策2-1　原⼦⼒のパイオニアとして徹底した安全対策を講じ，誰もが安⼼して暮らせるまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

1
原⼦⼒事業所への
⽴⼊検査の実施回
数

回 ↑ 14 18 17 20 19 19
通常時における施設
⽴⼊検査の実施回
数

防災
原⼦⼒
安全課

2
原⼦⼒事業所への
通報連絡訓練の実
施回数

回 → 13 13 13 13 13 13

茨城県主催の通報
連絡訓練への参加
回数（県原⼦⼒安
全対策課）

防災
原⼦⼒
安全課

１　多文化共⽣のま
ちづくりを進める

３　東海村の特性を
活かした交通環境の
充実を図る

１　原⼦⼒施設の安
全管理監視を⾏う

1　村⺠と⾏政が協
働し，住⺠⾃治の向
上を図る

２　原⼦⼒サイエンス
のまちづくりを進める
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施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

1 原⼦⼒安全対策懇
談会の開催回数 回 → 2 2 3 3 3 3 原⼦⼒安全対策懇

談会の開催回数

防災
原⼦⼒
安全課

2 住⺠原⼦⼒懇談会
の開催回数 回 ↑ 2 2 3 3 3 3 住⺠原⼦⼒懇談会

の開催回数

防災
原⼦⼒
安全課

　　政策2-2　災害に強い安全・安⼼なまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

1 ⾃主防災組織の結
成団体数 団体 ↑ 27 28 30 30 30 30 ⾃主防災組織の結

成団体数

防災
原⼦⼒
安全課

2
消防⽔利（防⽕⽔
槽及び消⽕栓）の
合計数

栓・基 ↑ 890 904 905 910 915 920
消防年報（ひたちな
か・東海広域事務組
合消防本部）

防災
原⼦⼒
安全課

3 交通事故死者数 人 → 1 2 0 0 0 0 年間の交通事故死
者数 環境政策課

1
⾃主防災組織主催
による防災訓練の参
加者数

人 ↑ 1,000 1,500 1,600 1,800 2,000 2,200

⾃主防災組織活動
事業費補助⾦の実
績報告時における防
災訓練等参加者数
の総計

防災
原⼦⼒
安全課

2 ⾃転⾞盗件数 件 ↓ 70 40 55 50 45 40
市町村別刑法犯認
知件数（県警⽣活
安全総務課）

環境政策課

3 交通安全指導の実
施回数 回 → 141 145 140 140 140 140 課業務日誌 環境政策課

1 啓発事業への参加
者数 人 ↑ 379 541 390 400 400 400

出前講座，学習会
等，消費者教育を
目的とした啓発事業
への参加者数

住⺠課
(村⺠相談室)

2 注意喚起実施回数 回 → 46 48 48 48 48 48
HP・防災無線・広報
紙等による注意喚起
実施回数

住⺠課
(村⺠相談室)

　【分野３　みんなが健やかにいきいきと暮らすまち】
　　政策3-1　みんなで支え合い，誰もが地域で⾃分らしい⽣活を送ることができるまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

１　住⺠主体の地域
福祉を推進する 1

第３次東海村地域
福祉計画等を活用し
た福祉授業の実施
学校数

校 ↑ - 3 2 8 8 8
村内小中学校（全
８校）のうち福祉授
業を⾏った学校数

福祉総務課

２　安⼼して暮らせる
環境づくりを支援する 1 支え合いコーディネー

ター数 人 ↑ - 1 1 3 5 7 支え合いコーディネー
ターの配置人数 福祉総務課

２　原⼦⼒に関する
知識を習得できる機
会を提供する

２　防災・防犯・交
通安全情報を提供
する

１　防災・防犯・交
通安全体制を整備
する

３　安全で安⼼な消
費⽣活を送ることがで
きるようにする
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　　政策3-2　高齢者がいきいきと安⼼して暮らせるまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

１　高齢者の⽣きが
いづくりを支援する 1 地域支え合い活動

参加者数 人 ↑ - 3,777 4,000 3,860 3,900 3,960 いきいきサロンへの参
加者数 高齢福祉課

２　高齢者の⽣活支
援の仕組みをつくる 1 支え合いコーディネー

ター数 人 ↑ - 1 1 3 5 7 支え合いコーディネー
ターの配置人数 高齢福祉課

　　政策3-3　障がい者が⾃分らしく暮らせるまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

１　障がい者の⾃⽴
を支援する 1 障害福祉サービス利

用者数 人／月 ↑ 471 451 455 470 480 485 東海村障害福祉計
画

障がい
福祉課

２　障がい者が暮らし
やすい環境整備を⾏
う

1 地域⽣活支援拠点
数 箇所 ↑ - - 1 1 1 1 東海村障害福祉計

画
障がい
福祉課

　　政策3-4　みんなが健やかにいきいきと暮らせるまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

1 健康教育参加者数 人 ↑ 1,543 1,973 1,701 1,786 1,875 1,968
健康教育事業（直
営・委託）の参加延
べ人数

健康増進課

2 特定保健指導実施
率 ％ ↑ 45.1 41.8 60.0 60.0 60.0 60.0

特定保健指導終了
者数／特定保健指
導対象者（動機付
け＋積極的支援）
×100
※第２次特定健診
実施計画

健康増進課

1
村⽴東海病院地域
包括ケア病棟からの
在宅復帰率

％ ↑ - 88.5 77 78 79 80 在宅復帰者数／退
院した患者数×100 福祉総務課

2
村⽴東海病院地域
医療連携室の相談
件数

件 ↑ 2,644 3,536 2,880 2,910 2,940 2,970 地域医療連携室に
おける相談延べ件数 福祉総務課

　　政策3-5　⼦どもの健やかな育ちと⼦育てを支えるまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

1 利用者支援専門員
数 人 → - 1 1 1 1 1

利用者支援事業に
係る専任職員の配置
人数

⼦育て
支援課

2 専門職による⺟⼦健
康⼿帳の交付率 ％ ↑ 11.1 100.0 90.0 100.0 100.0 100.0

専門職による妊婦面
談実施者数／⺟⼦
⼿帳交付数×100

健康増進課

1 認定こども園設置数 箇所 ↑ 1 3 3 3 3 4 認定こども園の設置
数

⼦育て
支援課

2 病児保育事業の実
施施設数 箇所 ↑ 3 5 5 5 6 6

病児保育事業（病
児対応型･病後児対
応型･体調不良児対
応型）の実施施設
数

⼦育て
支援課

２　⼦育て期の支援
を拡充する

１　妊娠・出産期の
支援を推進する

１　住⺠の健康づくり
を支援する

２　地域医療体制を
確保する
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施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

３　⼦ども・⼦育てに
対する財政・経済的
支援を⾏う

1

保育所･認定こども
園保育料の軽減を⾏
う多⼦･ひとり親世帯
等の割合

％ → 23.2 33.8 25.2 25.2 25.2 25.2

多⼦･ひとり親世帯
等の保育料負担軽
減を⾏う世帯／保育
所･認定⼦ども園を
利用する⼦どもの世
帯×100

⼦育て
支援課

　【分野４　みんなが学び成⻑するまち】
　　政策4-1　健やかで人間性豊かな⼦どもを育むまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

1 ⽼朽化対策等⼤規
模工事の実施状況 ％ ↑ 26 56 80 100 100 100

⽼朽化対策，安全
性確保等のために実
施した⼤規模工事の
割合
※当該年度までの実
施件数／平成28-
32年度の計画件数
×100

学校教育課

2 アクティブラーニングの
授業の展開状況 ％ ↑ 80 78 81 81 82 82

授業では，学級やグ
ループの中で⾃分たち
で課題を⽴てて，そ
の解決に向けて情報
を集め，話し合いな
がら整理して，発表
するなどの学習活動
に取り組んでいると感
じる小学6年⽣と中
学3年⽣の割合の平
均
※全国学⼒・学習状
況調査

指導室

２　就学・修学に対
する経済的支援を⾏
う

1 就学援助認定児童・
⽣徒数 人 → 232 222 230 230 230 230

要保護及び準要保
護就学援助認定者
数

学校教育課

３　⼦どもたちの健や
かな体つくりを推進す
る

1 栄養教諭による食に
関する授業時間数 時間 → 150 168 150 150 150 150

栄養教諭による食に
関する指導の実施状
況調査（茨城県）

学校教育課

　　政策4-2　村⺠が気軽に⽣涯学習や⽣涯スポーツ，歴史・文化に触れ合えるまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

１　文化財の保存・
活用を図る 1

歴史・⾃然・発掘調
査関係の展示会・講
演会等の開催回数

回 → 5 10 5 5 5 5
歴史・⾃然・発掘調
査関係の展示会・講
演会等の開催回数

⽣涯学習課

２　⽣涯学習・文
化・スポーツを振興す
る

1 社会教育施設等の
利用者数 人 ↑ 563,671 642,661 576,843 583,429 590,015 596,601

社会教育施設等
（中央公⺠館，東
海文化センター，総
合体育館，図書館
等：計9施設）の年
間利用者数

⽣涯学習課
国体・
スポーツ
推進課

１　一人ひとりが輝く
学校づくりを推進する
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施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

1 巡回活動実施回数 回 → 84 82 87 87 87 87
⻘少年相談員巡回
及び夏期特別巡回
の活動実施数

⽣涯学習課

2 ⻘少年育成関係事
業の実施数 事業 → 12 11 12 12 12 12

⻘少年育成関係事
業（⻘少年育成東
海村⺠会議，東海
村⼦ども会育成連合
会等の主催によるも
の）の実施数

⽣涯学習課

　【分野５　みんながいきいきと働くまち】
　　政策5-1　魅⼒ある豊かな農業のまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

1 農地中間管理機構
による農地集積面積 ha ↑ 0.37

(27年度) 8.54 2.37 80.00 110.00 150.00 農地中間管理機構
による農地集積面積

農業委員会
事務局

2 認定新規就農者数 人 ↑ 2 2 4 5 6 7 認定新規就農者数 農業政策課

1 販路開拓数 店舗 ↑ 1
(27年度) 2 3 4 5 6 販路開拓数 農業政策課

2 JAにじのなか出荷者
数（村内出荷者） 人 ↑ 136 150 156 166 176 186 JAにじのなか出荷者

数（村内出荷者） 農業政策課

1 ほしいも⽣産組合員
数 人 ↑ 53 53 55 56 57 58 ほしいも⽣産組合員

数 農業政策課

2 三ツ星認定者数 人 ↑ 18 26 22 24 26 28 三ツ星認定者数 農業政策課

　　政策5-2　活⼒と魅⼒あふれる商工業・観光のまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

1 経営相談件数 件 ↑ 50 461 60 65 70 75
東海村まち・ひと・しご
と創⽣総合戦略
【KPI】

産業政策課

2 創業支援により創業
した延べ件数 件 ↑ - 2 6 9 12 15

東海村まち・ひと・しご
と創⽣総合戦略
【KPI】

産業政策課

3 創業相談件数 件 → - 24 15 15 15 15
東海村まち・ひと・しご
と創⽣総合戦略
【KPI】

産業政策課

1 観光ボランティアガイド
数 人 ↑ 23 22 23 24 24 25 観光ボランティアガイド

数 産業政策課

2 広域観光周遊ツアー
実施回数 回 ↑ - - - 1 1 2 広域観光周遊ツアー

実施回数 産業政策課

１　農業の⼒を高め
るための支援を⾏う

３　ほしいもの品質
向上を推進する

２　地域の特性を活
かした都市型農業を
推進する

１　地域経済の活性
化を支援する

２　観光資源の活
用・発信により活性
化を図る

３　⻘少年の健全育
成を推進する
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　【分野６　みんなが快適に暮らすまち】
　　政策6-1　環境にやさしい持続可能なまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

１　低炭素社会の実
現を目指す 1

⼆酸化炭素削減率
（※平成17年度
比）

％ ↑ 0.23 21.00 10.00 15.00 20.00 25.00 ⼆酸化炭素排出量
調査 環境政策課

２　資源循環により
環境負荷を低減する 1 リサイクル率 ％ ↑ 24.0 23.5 25.0 25.1 25.1 25.2

再資源化量（t／
年）÷ごみ排出量
（t／年）×100
※一般廃棄物（ご
み）処理基本計画

環境政策課

1
押延ため池いこいの
森における動植物⽣
息種数

種 → 191
(24年度) 444 191 444 444 444

9月時点における動
植物⽣息種数調査
（全体的にくまなく調
査する⼿法）

環境政策課

2
⽣物多様性地域戦
略に基づく環境学習
プログラム実践校数

校 ↑ 0 2 3 4 5 6 東海村⽣物多様性
地域戦略Ⅲ育てる 環境政策課

1
ボランティアセンターに
登録している環境活
動団体数

団体 ↑ 20
(27年度) 19 22 23 24 25

ボランティアセンターに
登録している環境活
動団体数

環境政策課

2 とうかい環境村⺠会
議の新規会員数 人 ↑ 7

(27年度) 4 10 15 20 25 とうかい環境村⺠会
議の新規会員数 環境政策課

５　良好な⽣活環境
を確保する 1 公害苦情件数 件 ↓ 202 133 170 154 138 122 公害苦情件数 環境政策課

　　政策6-2　暮らしを支える社会基盤の整ったまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

１　住みよい住環境
を形成する 1 ⼟地区画整理事業

における宅地整備率 ％ ↑ 72 72 81 85 90 94

区画整理事業により
使用可能となった⼟
地及び保留地の面
積／計画面積×
100
※整備面積
137.6ha
　【駅⻄】33.3ha
　【駅東】30.5ha
　【駅⻄第⼆】
19.0ha
　【中央】54.8ha

区画整理課

1 都市計画道路整備
率 ％ ↑ 90.6

(27年度) 91.6 95.0 98.4 99.1 99.7
改良済延⻑／都市
計画決定延⻑×
100

都市整備課

2 道路構造物保全率 ％ ↑ 69.0
(27年度) 84.5 85.2 93.2 97.5 100.0

道路利用者が快適
に感じる舗装の状態
(ひび割れ率40％以
下）の道路延⻑を管
理延⻑で除して算出

都市整備課

３　上⽔道を安定供
給する 1 基幹管路の耐震化

率 ％ ↑ - ‐ 2.5 5.0 11.8 17.5

基幹管路の耐震管
延⻑／基幹管路の
総延⻑×100
※基幹管路：φ
300mm以上の導
⽔・配⽔管

⽔道課

３　⽣物多様性を保
全する

２　安全で快適な道
路の整備・維持管理
を⾏う

４　地域の環境活動
を支援する
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施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

４　下⽔道の整備・
維持管理を⾏う 1 下⽔道処理人⼝普

及率 ％ ↑ 83.1 86.7 84.4 87.5 87.9 88.2 処理人⼝／住⺠基
本台帳人⼝×100 下⽔道課

５　雨⽔の適正な処
理を⾏う 1 中央地区内の雨⽔

幹線整備 路線 ↑ - 1 3 4 4 4

雨⽔幹線　計4路線
※整備延⻑
1886.92m
　【⻑堀雨⽔幹線】
542.58m
　【中央雨⽔幹線】
968.94m
　【滝坂雨⽔幹線】
298.0m
　【船場雨⽔幹線】
57.40m

区画整理課

　　政策6-3　⾃然と共⽣する住みよいまちをつくる

施策 No. 数値目標名 単位 目指す
方向

現状値
(26年度)

28年度
実績

29年度 30年度 31年度 最終年度
32年度 算出根拠・出典等 担当課

１　憩いの場としての
公園整備・維持管理
を⾏う

1 村⺠１人当たり公
園・緑地面積 ㎡ ↑ 14.72 14.84 14.84 14.95 15.62 15.62

村内公園・緑地面積
（笠松運動公園(村
内部分)及び他課所
管の公園緑地を含
む。）／常住人⼝

都市整備課

２　身近な⾃然環境
の保全や利活用を進
める

1 村⺠の森，保存樹
木等の指定面積 ㎡ ↑ 212,718 237,000 235,000 240,000 245,000 250,000 村⺠の森，保存樹

木等の指定面積 環境政策課

（注）
　本項では，平成26年度（現状値）をもとにした平成32年度（第５次総合計画後期基本計画期間の最終年度）に⾄る数値目標について，原則として計
画策定時に設定した年度ごとの目標値を記載しております。
　ただし，平成28年度実績（斜体で記載）等を勘案し，今後，当初目標を超えられると判断されるものについては，平成30年度以降の目標値を上方（目
指す方向が「↓」のものについては下方）修正しております。
　また，個別計画等を算出根拠するもののうち，その内容が改訂されるもの等，他の根拠との整合性図る必要があるものにあっては目標値を⾒直しているものが
あります。
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